
もに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 平成28年２月１日現在（　）は前月との増減

世　帯　5,496戸（－82）人　口　12,159人（－108）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）
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吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

男　5,839人（－76）
女　6,320人（－32）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

香典返し（金一封） 清本　孝司（上加茂）石田　祐子（小森）

吉川支部
　愛育委員活動の一環として、８月に吉川小学校の親子料理教室に参加しました。
　よく冷えた清涼飲料水は飲み口がよいため、つい飲みすぎてしまうことから、今回の教
室では、500mlのペットボトル中の砂糖の含有量を５・６年生と一緒に調べてみました。
　多いものでは60ｇもの糖質が含まれ、１日分の望ましい砂糖量を想定すると、摂りすぎ

の傾向になり、その生活習慣が続くと糖尿病などにつながる
ことも一緒に学びました。
　その後は、栄養委員さんのレシピにより、彩とりどりで栄
養バランスが良い具だくさんのそうめんを作り、水分補給のあり方を考えたりしながら、みん
なで楽しく会食し、元気に夏をのりきろうと取り組んだ１日でした。

愛育委員会活動報告

  材　料   作り方

①ブロッコリーは小房に分け、さらに３～４等分に切る。茎は

皮を厚くむいて乱切りにする。ベーコンは１㎝幅に切る。

②フライパンにオリーブ油を熱してベーコンを入れ、カリッ

とするまで炒める。ブロッコリーを加えて炒め、色が変

わったら水をふって蓋をし、20～30秒蒸す。

③蓋を取って、めんつゆ、こしょうをふり、水気をとばすよう

に炒める。

ベーコンとブロッコリーのめんつゆ炒め（２人分）料理名

エネルギー：144kcal　たんぱく質：5.6ｇ　カルシウム：35mg　食塩：0.6ｇ

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊めんつゆで味付けをするだけなので、とても簡単に作れます。

緑が鮮やかなので、見た目もとてもきれいです。
★ブロッコリーの栄養
　ブロッコリーは、「はなやさい」と総称されます。
　緑黄色野菜の代表的な野菜の一つで、カリウムなどのミネラルが豊富に含まれています。
　また、ビタミンCの含有量はキャベツの約３～５倍とも言われており、花、茎、葉の部分とも
　すべて食べられる優れた野菜です。

豊野栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜ブロッコリー

１日 350ｇ
両手１杯の緑黄色野菜
両手２杯の淡色野菜生活習慣病予防のために を摂りましょう

ベーコン １．５枚
ブロッコリー 大1/2株
オリーブ油 大さじ1/2
水 大さじ1/2
めんつゆ（３倍濃縮） 小さじ１
こしょう 少々
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【平成28年吉備中央町成人式】



3 広報きびちゅうおう  2016. ３月号 2広報きびちゅうおう  2016. ３月号

　私たちは今日から大人としての第一
歩を踏み出すこととなりますが、この
20年間はとても長く濃い20年間でした。
ここに無事、成人式を迎えることがで
きたことは、ご指導していただいた先
生方、見守ってくださった地域の皆さ
ま、苦楽を共にした友人、そして何よ
り20年間私たちの一番近くで支えてく
ださった両親のおかげ以外にないと思
います。この場をお借りして、すべて
の方々に感謝申し上げるとともに、成
人を迎えたことをご報告させていただ
きます。
　昨年は、２人の日本人がノーベル賞
を受賞され、そのことにより、大きな
喜びと多くの希望を与えていただきま
した。私は、このニュースを見て、ノー
ベル賞を受賞されることは大変難しく、
何十年もかけて手に入れた賞だと感じ
ました。継続力の大切さを改めて知る
ことができました。継続力は、社会に
出ても、とても必要なことだと思いま
す。これから、私たちが成人という立
場になり、今まで以上に一つ一つの言
動に責任を持たなければならないと思
います。
　私たちは、社会に出て働いている者、
現在も勉学に取り組んでいる学生の者
とさまざまですが、いずれも20歳を迎
えたばかりで社会の一員としてまだま
だ未熟です。成人として迎えた今、頼
りない私たちではありますが日々努力
することを誓います。
　これからも多くの高い壁に遭遇する
と思いますが、屈しない心を持ち続け
たいと思います。乗り越えるのが困難
な時もあると思いますが、その時は周
囲の皆さまのお力が必要不可欠と思い
ますので、これからも温かく見守って
いただければ幸いです。簡単ではあり
ますが、新成人代表のあいさつとさせ
ていただきます。

　　　　　平成28年１月10日
� 新成人代表　小寺　慎也　

新成人誓いのことば

特 集 平成28年

吉備中央町成人式

　

１
月
10
日
、
吉
備
プ
ラ
ザ
で

平
成
28
年
吉
備
中
央
町
成
人
式

が
行
わ
れ
、
穏
や
か
な
陽
気
と

天
候
の
中
、
会
場
は
振
り
袖
、

羽
織
袴
、
ス
ー
ツ
な
ど
の
正
装

に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
で
華
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し�

た
。

　

今
回
対
象
と
な
る
新
成
人
は

男
性
62
人
、
女
性
59
人
の
計
１

２
１
人
。
当
日
は
97
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、山
本
町
長
が「
意

志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
開
き
ま

す
。
社
会
人
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
困
難
な
こ
と
に
立
ち
向
か

う
力
を
養
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
鴨か

も

﨑さ
き

舞ま
い

華か

さ
ん
（
下
加
茂
）
へ
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
新
成
人
を
代
表
し

て
小こ

寺で
ら

慎し
ん

也や

さ
ん
（
上
田
東
）

が
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
記
念
行
事
と
し
て
交

歓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交

歓
会
は
、
９
人
の
新
成
人
で
構
成

す
る
実
行
委
員
会
が
、
心
に
残
る

成
人
式
に
す
る
た
め
に
、
企
画
や

準
備
等
を
進
め
て
き
た
も
の
で�

す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
各
中
学

校
の
恩
師
か
ら
新
成
人
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

実
行
委
員
手
づ
く
り
の
思
い
出
の

場
面
を
綴
っ
た
映
像
が
上
映
さ
れ
る
と
、
参
加
者
は
歓
声
を

あ
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

交
歓
会
終
了
後
は
、
会
場
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
久
し
ぶ
り

に
会
う
仲
間
と
記
念
写
真
を
撮

る
姿
や
、
時
間
を
惜
し
ん
で
語

り
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

■�左上　中学校の恩師を
囲んで記念撮影

■�右上　新たな門出をみ
んなで祝って乾杯！

■�左　今回の成人式交歓
会を計画された実行委
員の方々
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今年成人を迎えられた皆さん

「吉備中央町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・
 総合戦略」を策定しました
　吉備中央町では、「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、平成72年（2060年）までの長期の人口目標を定める「人口ビジョ
ン」と、人口減少問題を克服し町の持続的な発展を図る「総合戦略」を策定しました。
　今後の「町の道しるべ」となる戦略の策定に当たっては、町民皆さまや企業、事業所の皆さまへアンケート調査をお願
いし、自治組織や各種団体等の皆さまにもご意見・ご要望をお聞きしました。また、子育て世代や産官学金労言などの幅
広い有識者の皆さまにもご助言をいただきながら策定しました。
　今回は、その概要についてお知らせします。なお、詳しくは吉備中央町公式ホームページに掲載しております。また、
この冊子をを３月中に作成し、企画課、加茂川総合事務所、各支所・出張所、公民館等でご覧いただけるようにしますの
で、ぜひご覧ください。

　吉備中央町の人口は、昭和55年から平成７年までは15,000人台を横ばいで推移していましたが、以降は減少傾向にあり、
平成22年（国調人口）には13,033人となっています。今後は平成52年（2040年）には約8,000人に、平成72年（2060年）に
は約5,600人になると推計されています。
　人口の減少は、出生の減少と若い世代の転出が大きな要因となっています。このまま減少が続けば、生活に必要な社会
基盤の減少や地域コミュニティの活力の低下など大きな影響が出ると思われます。町では結婚・妊娠・出産・子育ての切
れ目のない支援により子どもの人口を増やすとともに、若者の転出抑制、若者等の呼び込みにより人口の増加を図り、また、
安心して暮らせる町づくりを進めることで、平成72年（2060年）に、人口8,300人を維持することを目標としております。

　町では町の実情に添った人口減少対策や安心して暮らせるまちづくりを図り、町を発展させるため、
「子どもはのびのび健やかに　だれもがはつらつ暮らせます　吉備中央町」

� をスローガンに掲げ、４つの基本目標に取り組みます。

　このビジョン、戦略に掲げたまちづくりの推進のため、行政はもちろんのこと、町民皆さまにも共通の認識をお持ちい
ただき、ご理解、ご協力を賜るとともに、商工会をはじめ企業・事業所、各種団体などが知恵と汗を出し合い、町を挙げ
て取り組むことが重要となります。ご協力をよろしくお願いします。

吉備中央町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン

吉備中央町 まち・ひと・しごと創生総合戦略

【お問い合わせ先】　企画課　総合政策班　☎０８６６－５４－１３１４

基本目標1
町の将来を担う子どもを増やす

基本目標3
安心して暮らせる環境をつくる 基本目標4

夢を語れるまちづくりを進める

基本目標2
　町を支える宝（若者）を残し、

転入により新しい風を呼び込む　　若い世代が希望する年齢で結婚し、安心して子ど
もを産み、育てることができるよう結婚、妊娠、出
産、子育ての切れ目のない支援を行い、出生数を増
やし、自然減を抑制します。
　また、「10年後の出生数100人を
目指して」という大きな目標を掲げ、
出生数の増加に取り組みます。

　生活交通手段や医療の充実、地域
経済環境の整備などに努めるととも
に、町の拠点、地域の拠点づくりを進め、それらを
核として、地域の繋がり、支え合いなどが生きる新
しいコミュニティづくりを図ります。

　農業を志す若者の呼び込みや育
成、農産物の付加価値化、幅広い世代が希望する就
労の確保と紹介体制の整備、体験ツアーや民泊を活
かした交流促進など町民参画と協働のまちづくりを
基調にして、新しい地域の魅力づくりや活発な新規
の起業を支援します。

　温暖な気候や豊かな自然などの魅力に加え、成長
産業の支援や企業誘致などにより雇用の場を確保す

ることで、若者の転出抑制を図ると
ともに、町の魅力や優位性、子育て
環境、町の施策や取り組みなどを積
極的に情報発信することで都会から
若者等を呼び込みます。
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■まちの話題 まちの話題

平
成
27
年
度
全
国
学
校
保
健
及
び

�

学
校
安
全
表
彰

第
74
回
山
陽
新
聞
賞

善
行
少
年
表
彰
式

平
成
27
年
度
岡
山
県
歯
科
保
健
優
良
校
表
彰

　

12
月
３
日
、
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
学
校
保
健
・
安

全
研
究
大
会
で
、
平
成
27
年
度
学
校
保
健
及
び
学
校
安
全
表

彰
が
行
わ
れ
、
吉
備
中
央
町
か
ら
は
、
大
和
小
学
校
が
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
保
健
や
、
子
ど
も
の
安
全
安
心
な
学
校
教

育
活
動
に
貢
献
す
る
優
れ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
学
校
や
団

体
等
に
対
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

同
校
は
、
学
校
保
健
委
員
会
を
核
と
し
て
、
学
校
医
等
の

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
学
校
保
健

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
の
定
着
を
目
指
し
た

取
り
組
み
で
は
、
独
自
の
生
活
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
「
や

ま
と
っ
こ
元
気
カ
ー
ド
」
を
利
用
し
、
家
庭
と
連
携
し
た
個

別
指
導
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
保
護
者
、

教
職
員
参
加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
親
育
ち
学
習
応
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
子
ど
も
の
規
範
意
識
の
育
て
方
や
Ｎ

Ｏ
ス
ク
リ
ー
ン
デ
ー
へ
の
取
り
組
み
の
改
善
等
の
学
習
が
、

保
護
者（
学
校
保
健
委
員
）主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
学
校
歯
科
医
と
の
連
携
に
よ
り
、
学
校

保
健
委
員
が
歯
の
健
康
集
会
で
指
導
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

１
月
７
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
（
岡
山
市
）
で

第
74
回
山
陽
新
聞
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
吉
備
中
央
町
か

ら
は
株
式
会
社
吉
備
Ｎ
Ｃ
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
竹
部
）
の

代
表
取
締
役
社
長
で
あ
る
片か

た

山や
ま

雅ま
さ

博ひ
ろ

さ
ん
が
社
会
功
労
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
文
化
、
社
会
、
教
育
、
学
術
、
産
業
な
ど
、
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団
体
に
対
し
て
株
式

会
社
山
陽
新
聞
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

片
山
さ
ん
は
、
身
体
障
害
の
あ
る
人
が
高
度
な
金
属
加
工

技
術
を
習
得
し
、
社
会
的
自
立
を
図
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た

同
社
に
当
初
か
ら
勤
め
ら
れ
、
職
業
訓
練
や
生
産
性
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
多
く
の
修
了
生
が
全
国
で
そ

の
技
術
を
生
か
し
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
訓
練
生
の
雇
用
の
確
保
の
場
と
し
て
、
オ
ー
ニ
ッ

ク
株
式
会
社
の
設
立
や
、
吉
備
高
原
車
い
す
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
の
組
織
委
員
も
務
め
ら
れ
「
人
間
尊
重
・
福

祉
優
先
」
を
基
本
理
念
と
し
た
吉
備
高
原
都
市
に
お
け
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
多
大
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
れ
ら
の
長
年
に
わ
た
る
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
こ

の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

12
月
５
日
、
岡
山
県
歯
科
医
師
会
館
で
行
わ
れ
た
平
成
27

年
度
岡
山
県
歯
科
保
健
優
良
校
表
彰
式
で
、
御
北
小
学
校
が

歯
科
保
健
優
良
校
表
彰
と
日
本
学
校
歯
科
医
会
の
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
な
ど
の
口
腔
保
健
教
育

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
学
校
に
対
し
て
表
彰
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

同
校
は
、
児
童
が
興
味
関
心
を
持
っ
て
歯
科
保
健
指
導
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
学
校
独
自
の
「
歯
っ
ぴ
ー
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」を
利
用
し
た
指
導
に
取
り
組
む
と
と
も
に「
歯
っ
ぴ
ー

ス
タ
デ
ィ
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
、
各
学
年
ご
と
に
歯
の
磨
き

方
の
技
術
指
導
に
加
え
、
虫
歯
の
起
こ
り
方
や
歯
周
病
な
ど

に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、総
合
的
な
学
習
で
は
「
噛
む
こ
と
の
効
果
」
な
ど
、

歯
に
関
し
て
児
童
が
調
査
、
発
表
し
、
歯
科
保
健
の
理
解
を

深
め
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
れ
ら
の
取
組
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

12
月
16
日
、
岡
山
北
警
察
署
で
善
行
少
年
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
で
の
奉
仕
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
児
童
生
徒
や
団
体
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
吉
備
中
央
町
か
ら
は
上
竹
荘
小
学
校
児
童
会
、
下

竹
荘
小
学
校
児
童
会
、
吉
備
高
原
小
学
校
児
童
会
の
３
校
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
竹
荘
小
学
校
児
童
会
で
は
、ア
ル
ミ
缶
の
収
集
を
行
い
、

集
め
た
缶
を
売
っ
て
得
た
代
金
を
ユ
ニ
セ
フ
（
国
際
連
合
児

童
基
金
）
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、老
人
ホ
ー
ム
へ
寄
付
す
る
際
は
、６
年
生
が
訪
問
し
、

高
齢
者
と
の
交
流
の
場
を
設
け
る
ふ
れ
あ
い
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

下
竹
荘
小
学
校
児
童
会
で
は
、
地
域
を
美
し
く
保
つ
た
め

「
ピ
カ
ピ
カ
下
竹
」
と
題
し
て
、
毎
週
木
曜
日
の
通
学
時
に

は
通
学
路
周
辺
の
ゴ
ミ
の
回
収
作
業
を
長
年
に
わ
た
り
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
一
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
、
学

校
周
辺
な
ど
の
清
掃
活
動
を
行
い
、
環
境
美
化
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
「
人
間
尊
重
・
福
祉
優
先
」
を
基
本
理
念
と
し
た
吉
備
高

原
都
市
内
に
あ
る
吉
備
高
原
小
学
校
児
童
会
で
は
、
児
童
会

が
社
会
福
祉
施
設
や
医
療
機
関
等
へ
の
訪
問
や
高
齢
者
と
の

交
流
な
ど
の
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
全
校

で
取
り
組
み
、
地
域
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
れ
ら
の
活

動
が
評
価
さ
れ
、
こ
の

た
び
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

写
真
説
明

　

下
：
上
竹
荘
小
学
校

　

左
：
下
竹
荘
小
学
校

　

左
下
：�

吉
備
高
原
小

学
校

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

髙た
か

見み

文ぶ
ん

市い
ち

さ
ん（
豊
野
）

が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
１
月
14
日
、
吉
備

高
原
賀
陽
荘
で
祝
賀
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
親
族
・
施
設

職
員
が
集
ま
る
中
、
岡
山

県
、
吉
備
中
央
町
、
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
祝
い
金

や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

髙
見
さ
ん
は
、
戦
前
当

時
と
て
も
め
ず
ら
し
か
っ
た
大
型
２
種
免
許
を
取
得
さ
れ
、

出
征
中
は
物
資
の
運
搬
の
任
務
に
就
き
、
激
戦
地
ラ
バ
ウ
ル

で
終
戦
を
迎
え
る
な
ど
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後

は
旧
賀
陽
町
役
場
な
ど
で
運
転
員
の
仕
事
を
さ
れ
、
退
職
後

は
農
業
に
精
を
だ
し
、
94

歳
ま
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
運

転
し
、
田
畑
の
管
理
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
賀
陽
荘
で
マ
イ

ペ
ー
ス
に
生
活
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す

お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。
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■まちの話題 まちの話題
交
通
安
全
機
器
な
ど
を
寄
贈

加
賀
中
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
交
流
事
業

国
際
理
解
講
座

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」共
同
発
行
協
定
調
印
式

吉
川
本
地
堂
の
粥か

ゆ
管か

ん
祭
り

　

び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
お
よ
び
岡
山
市
農
業
協
同
組
合
か

ら
交
通
安
全
機
器
・
用
品
の
寄
贈
が
あ
り
、
１
月
12
日
、
賀

陽
庁
舎
に
お
い
て
、
び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
か
ら
目
録
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
全
国
共
済
農

業
協
同
組
合
連
合
会
岡
山
県
本
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
協

同
組
合
を
通
じ
て
交
通
安
全
機
器
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

式
で
は
、
び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
の
中な

か

山や
ま

晃こ
う

一い
ち

代
表
理
事

組
合
長
が
「
交
通
事
故
の
根
絶
は
、
切
実
な
願
い
で
あ
り
、

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
、
有
効
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
山
本
町
長
に
目
録
を
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
か
ら
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

６
基
、
岡
山
市
農
業
協
同
組
合
か
ら
交
通
安
全
雨
傘
39
本
、

自
転
車
用
反
射
材
90
組
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
や
交
通
安
全
運
動
啓
発

な
ど
に
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

12
月
３
日
か
ら
４
日
の
２
日

間
、
加
賀
中
学
校
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
ド
交
流
授
業
（
主
催
＝
加
賀

中
学
校
・
町
障
害
者
等
地
域
自

立
支
援
協
議
会
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉

を
支
え
、
将
来
を
担
う
中
学
生

が
障
害
に
つ
い
て
考
え
、
理
解

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、
同
校
の
２
年
生
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
と
な
る
３
日
は
、
吉
備
高
原
清
和
荘
の
杉す

ぎ

本も
と

将し
ょ
う

吾ご

さ

ん
と
吉
備
の
里
な
で
し
こ
の
平ひ

ら

松ま
つ

貴た
か

大ひ
ろ

さ
ん
に
よ
り
、
障
害

者
と
の
具
体
的
な
関
わ
り

か
ら
見
え
て
き
た
、
障
害

へ
の
配
慮
や
正
し
い
判

断
、
理
解
を
深
め
る
た
め

の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
日
に
行
わ
れ
た
講
演

で
は
、
元
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー

の
片か

た

山や
ま

明あ
き
ら

さ
ん
が
「
夢
に

挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
遠

回
り
も
失
敗
も
経
験
し
た

こ
と
は
必
ず
報
わ
れ
ま

す
。
勇
気
を
持
っ
て
夢
に

向
か
っ
て
一
歩
踏
み
出
し

て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
、
参
加
し
た
生
徒

た
ち
は
メ
モ
を
取
り
な
が

ら
真
剣
に
聴
い
て
い
ま
し

た
。

　

12
月
15
日
、
賀
陽
庁
舎
で
吉
備
中
央
町
と
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
に
よ
る
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
共
同
発
行
事
業
に

係
る
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
行
政
情
報
に
加
え
、
防
災
、
観
光
情
報
、
各
事

業
者
の
広
告
な
ど
を
掲
載
し
た
暮
ら
し
の
便
利
帳
を
株
式
会

社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
官
民
協
働
事
業
に
よ
り
共
同
発
行
す
る

こ
と
で
、
町
民
や
新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
々
の
生
活
の
利
便

性
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

　

式
で
は
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
塩
野
取
締
役
常
務
が

「
官
と
民
の
共
同
事
業
と
い
う
一
つ
の
手
法
を
使
っ
て
地
域

を
再
生
し
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
と
し

て
、
従
来
の
行
政
情
報
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
生
活
情
報

な
ど
を
用
い
て
、
地
域
の
生
き
た
字
引
き
と
し
て
使
っ
て
い

た
だ
け
る
冊
子
作
り
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し�

た
。

　

今
回
の
協
定
に
よ
り
作
成
し
た
冊
子
は
、
平
成
28
年
６
月

中
を
め
ど
に
、
各
世
帯
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

12
月
８
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
国
際
理
解

講
座（
主
催
＝
町
国
際
化
推
進
協
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
海
外
の
生
活
・
文
化
を
学
ぶ
こ
と
で
、
国
際
理

解
を
深
め
、
国
際
的
視
野
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、講
師
に
文ぶ

ん

谷や

準じ
ゅ
ん

さ
ん
（
竹
荘
）
を
お
招
き
し
、

「
青
年
海
外
協
力
隊 

参
加
し
て
今
思
う
こ
と
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
谷
さ
ん
は
、
平
成
２
年
か
ら
２
年
間
、
独
立
行
政
法
人

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
実
施
し
て
い
る
青
年
海
外

協
力
隊
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
ザ
ン
ビ
ア
で
稲
作
指
導
に
従

事
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
ザ
ン
ビ
ア
で
の
生
活
や
文
化

な
ど
に
つ
い
て
、
ご
自
身
が
撮
影
し
た
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
を

交
え
て
お
話
し
さ
れ
、
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
50
周
年
を
迎
え
た
同
機
構
の
記
念
パ
ネ
ル
展

示
も
12
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会

館
展
示
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
、
吉
川
の
神
護
寺
境

内
に
あ
る
吉
川
本
地
堂
で
伝
統
行

事
「
粥か

ゆ

管か
ん

祭
り
」
が
行
わ
れ
、
吉

川
地
区
内
の
住
民
で
つ
く
る
吉
川

本
地
堂
等
文
化
財
保
存
会
の
10
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
竹
筒
に
入
っ
た

粒
の
数
で
そ
の
年
の
農
作
物
の
出

来
を
占
う
伝
統
行
事
で
す
。

　

北き
た

野の

恵け
い

祥し
ょ
う

住
職
が
読
経
す
る
中
、
米
、
小
豆
を
一
緒
に
炊

い
た
鍋
に
、
早わ

稲せ

、
中な
か

稲て

、
晩お
く

稲て

と
畑
作
の
印
を
つ
け
た
４

本
の
竹
筒
を
入
れ
、
約
30
分
間
釜
で
炊
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
釜
か
ら
竹
筒
を
引
き
上
げ
た
後
、
竹
筒
を
割
っ

て
粒
を
数
え
る
と
、
晩
稲
１
１
９
粒
、
早
稲
82
粒
、
中
稲
78

粒
、
畑
作
53
粒
の
順
と
な
り
、
晩
稲
が
特
に
豊
作
に
な
る
と

の
結
果
が
出
ま
し
た
。

　

同
保
存
会
の
石い

し

原は
ら

昭し
ょ
う

二じ

会
長
は
「
今
年
は
、
晩
生
が
特
に

豊
作
と
出
ま
し
た
が
、
他
の
農
作
物
も
ま
ず
ま
ず
の
結
果
が

出
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
17
日
、
賀
陽
庁
舎
で
、
定

住
奨
励
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

交
付
式
で
は
、山
本
町
長
が「
活

気
の
あ
る
町
に
す
る
た
め
、
皆
さ

ん
も
町
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し

い
」
と
定
住
者
に
感
謝
と
期
待
を

込
め
、
奨
励
金
を
贈
り
ま
し
た
。

　

静
岡
県
か
ら
夫
婦
で
移
住
さ
れ

た
鈴
木
さ
ん
は
「
吉
備
中
央
町
に

友
人
が
い
て
何
度
か
遊
び
に
来
て

い
た
。
自
然
豊
か
な
環
境
で
暮
ら
す
人
々
を
見
て
、
自
分
た

ち
も
自
然
の
恵
み
の
中
で
生
活
し
た
い
と
思
い
、
移
住
を
決

め
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

●
就
業
奨
励
金

　

下し
も

田だ　

圭け
い

助す
け

さ
ん
（
加
茂
市
場
）

　

大お
お

倉く
ら　

菜な

月つ
き

さ
ん
（
黒
山
）

　

常つ
ね

定さ
だ　

未み

咲さ
き

さ
ん
（
納
地
）

●
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

楢な
ら

㟢ざ
き　

裕ゆ
う

介す
け

さ
ん
（
北
）

　

沼ぬ

本も
と　

　

龍り
ゅ
うさ

ん
（
吉
川
）

●
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

川か
わ

野の　

剛た
け

矢や

さ
ん
（
上
田
西
）

　

米よ
ね

田だ　
　

耕お
さ
むさ
ん
（
吉
川
）

　

大お
お

坂さ
か　

和か
ず

正ま
さ

さ
ん
（
上
野
）

　

藤ふ
じ

本も
と　

政ま
さ

史し

さ
ん
（
吉
川
）

　

K

ク

オ

ン

W
O
N

　

Y

ユ

チ

ヤ

ン

U
CH
A
N
G

さ
ん
（
上
田
東
）

　

鈴す
ず

木き　

典の
り

子こ

さ
ん
（
下
土
井
）

●
結
婚
祝
金

　

難な
ん

波ば　

陽よ
う

介す
け

さ
ん
・
唯ゆ
い

さ
ん
（
宮
地
）

　

小こ

玉だ
ま

真ま

由ゆ

美み

さ
ん
・

�
R

ロ

ビ

ン

ソ

ン

O
BIN
SO
N
 B

ブ
レ
ン
ト

REN
T
 D

デ
イ
ビ
ッ
ド

A
V
ID

さ
ん
（
和
田
）

定
住
奨
励
金
を
交
付
し
ま
し
た

定住奨励金交付者数
（平成27年４月～平成27年11月末現在）
就業奨励金 　　　　20人
Ｕターン奨励金 13世帯（30人）
Ｉターン奨励金 27世帯（60人）
結婚祝金 　　　　７組
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消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !
（
当
日
受
付
可
）

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・�

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

３
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を

次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成28年３月24日（木）
午前９時～正午

会場 豊野公民館 井原コミュニ
ティセンター

相談
内容

行政相談
人権相談
福祉相談

人権相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
28
年
３
月
１
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
28
年
３
月
15
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
28
年
３
月
17
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

加
茂
川
総
合
事
務
所
相
談
室

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

消
費
生
活
相
談
会

　

人
と
の
つ
き
あ
い
が
上
手
く
い
か
な
い
。

よ
く
眠
れ
な
い
。
家
に
閉
じ
こ
も
る
日
々
が

続
い
て
い
る
。
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
た

な
ど
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
専
門
医
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

家
族
や
お
世
話
を
し
て
い
る
人
か
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

　

平
成
28
年
３
月
11
日
㈮

　

午
後
２
時
～

【
会
場
】
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
２
日
㈬

ま
で
に
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
相
談
内
容
】

・�

仕
事
や
生
活
に
お
け
る
強
い
ス
ト
レ
ス
や

不
安
、
悩
み

・�

ひ
き
こ
も
り
や
認
知
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

備
前
保
健
所　

保
健
対
策
班

�

☎
０
８
６

－

２
７
２

－

３
９
３
４

　

保
健
課　

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－
１
３
２
６

心
の
健
康
相
談
会

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
注
意
し
ま
し
ょ
う

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

　

３
月
１
日
～
７
日
ま
で
の
７
日
間
「
無
防

備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」
を
防

火
標
語
に
、
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
で
、火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

尊
い
命
を
守
る
と
と
も
に
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

悲
惨
な
住
宅
火
災
を
防
ぐ
た
め
「
住
宅
防

火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を

守
っ
て
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
３
つ
の
習
慣
】

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

・�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

・�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課　

行
政
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
３

　

町
結
婚
推
進
協
議
会
で
は
、
結
婚
を
希
望

す
る
町
内
在
住
の
独
身
男
性
ま
た
は
独
身
女

性
を
対
象
に
、
無
料
の
結
婚
相
談
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
相
談
会
で
は
結
婚
に
関
す
る
お
悩

み
、
ご
希
望
な
ど
に
つ
い
て
町
結
婚
推
進
委

員
が
相
談
を
お
受
け
し
、
男
女
の
出
会
い
の

き
っ
か
け
作
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
に
は
59
名
の
結
婚
推
進
委
員

が
活
動
し
て
お
り
、
結
婚
の
意
思
が
あ
っ
て

も
出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
に
め
ぐ
り
合
え
な
い

人
の
た
め
の
相
談
や
情
報
収
集
、
結
婚
相
手

の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

相
談
会
は
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

平
成
28
年
３
月
16
日
㈬

　

午
後
６
時
～
８
時

【
会
場
】

　

生
き
が
い
支
援
セ
ン
タ
ー

　

竹
荘
５
４
１

※
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
し
ら
さ
ぎ
隣
接

【
申
込
締
切
】

　

平
成
28
年
３
月
９
日
㈬

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

吉
備
中
央
町
結
婚
推
進
協
議
会
事
務
局

　
（
定
住
促
進
課
内
）

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
１
１
６

結
婚
相
談
会

健
康
教
室
に
参
加
し
よ
う
！

◎
運
動
サ
ポ
ー
ト
教
室

　

運
動
に
関
心
が
あ
り
、
今
か
ら
運
動
を
始

め
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
方
へ
運
動
サ
ポ
ー
ト

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

　
　

平
成
28
年
３
月
１
日
㈫

　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

【
会
場
】

　
　

か
も
が
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
・
和
室

【
内
容
】

　
　

寝
こ
ろ
ぶ
だ
け
の
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ

【
対
象
】

　
　

町
内
在
住
、
在
勤
の
20
歳
以
上
の
方

【
持
参
品
】

　
　

�

タ
オ
ル
、
水
分
補
給
用
の
お
茶
、
屋
内

用
シ
ュ
ー
ズ

【
講
師
】

　
　

岡
山
ス
ポ
ー
ツ
会
館
（
Ｏ
Ｓ
Ｋ
）

　
　

健
康
運
動
指
導
士

※
電
話
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

へ
そ
っ
ぴ
ー
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

町内の医療機関を紹介します⑪ 黒瀬歯科医院

住　　所●湯山1069－8

電話番号●0866－54－0110

診療時間●月、火、木、金曜日
　　　　　　　　　 9：00～13：00
　　　　　　　　　15：00～18：30
　　　　　土曜日
　　　　　　　　　 9：00～13：00
　　　　　　　　　15：00～17：00

　 　 　 ※水、日、祝祭日は休診です。

概　要
　昭和63年に湯山で開院しました。私たちは歯科の診療、
口腔ケアを通して患者さまの健康、ひいては健康寿命の延
伸を願い、日々励んでおります。予約制ですが、予約以外
でも、また訪問診療のご要望にも可能な限り対応いたしま
すのでお問い合わせください。

　もともと歯科医療は、外科
の範囲にあり、内科的な要素
が少なかったように思いま
す。「食べることは生きるこ
と、口は生きるの入口」「口
は健康のみなもと」と言われ
ております。近年、口腔と全
身の関係が明らかになるにつ
れて、口腔ケアが健康の保持
増進にいかに大切かが知られ
るようになりました。治療か
ら予防へ、健康寿命の延伸、
医療費を削減する歯科医療。
歯科にもパラダイムシフト
（考え方、価値観の変化）が
訪れていると思います。

歯科医からひとこと

後列　左から太田静子歯科助手、土井克
　　　子歯科助手、黒瀬邦彦歯科医師、
　　　平上和子歯科衛生士
前列　黒瀬真理子歯科助手
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【お問い合わせ先】　住民課　生活環境班　☎０８６６－５４－１３１６ 【お問い合わせ先】　住民課　戸籍住民班　☎０８６６－５４－１３１６

犬の登録および狂犬病予防注射について
　生後91日以上の全ての犬（室内犬も含む）は狂犬病予防法により、
犬の登録および狂犬病予防注射が義務づけられています。
　必ず登録（生涯１回のみ）と予防注射（毎年１回）を受けてください。

　１．集合注射を受ける場合

　　町では毎年春に集合注射を実施しています。
　　�　日程表は広報きびちゅうおう４月号に掲載しますので、注射会場と時間をご確認ください。日程表の

会場であれば、どの会場でも受けることができます。
　　　すでに登録をされている飼い主の方へは、文書にて別途ご案内いたします。
　　　【料　金】　新規登録の犬（１頭あたり）5,800円（登録料3,000円 +注射料2,800円）
　　　　　　　　登 録 済の犬（１頭あたり）2,800円（注射料のみ）
　　　　　　　　≪注射料（2,800円）の内訳…獣医の注射料2,250円、注射済票交付手数料550円≫
　　　　　　　　おつりのいらないように、ご協力をお願いします。　
　　　【ご注意】　
　　　　　必ず犬を抑止できる方が、連れて来てください。
　　　　　当日、犬の体調がすぐれない場合は接種せず、臨時日または動物病院で受けてください。
　　　　　飼い主のマナーとして、フンの後始末をする道具を必ずお持ちください。

　
２．動物病院等で受ける場合（注射後に役場で手続きが必要です）

　　集合注射を受けられない場合は、動物病院等で予防注射を受けてください。
　　　【役場に持参していただくもの】
　　　　新規登録の犬…注射済証、注射済票交付手数料（550円）、登録料（3,000円）
　　　　登 録 済の犬…注射済証、注射済票交付手数料（550円）
　　　　※�上記の手数料には注射料金は含まれていません。注射料金は注射時に動物病院等に支払うことに

なります。
　　　【手続場所】…住民課、加茂川総合事務所、支所

　
３．町内の動物病院のご案内

　　　沼本輝孝動物病院（下土井）　☎0867－35－0056
　　　河内みのり動物病院（吉　川）　☎0866－56－6655
　　　河内保雄動物病院（吉　川）　☎0866－56－7025

【次のような場合も届出が必要となります】
　　①犬が死亡したとき…�登録を抹消する必要があります。住民課、加茂川総合事務所または支所に届け出

てください。
　　②犬を譲渡（譲受）したとき…新しい飼い主が住む市区町村の窓口に届け出てください。
　　③転居したとき…転居先の市区町村の窓口に届け出てください。

個人番号カードの交付を希望される方で、
住所異動の手続きをされる方へ

　個人番号カード交付申請をこれから行う方へ
　通知カード受領後に、転出届、転居届や婚姻届等により通知カードに同封されている個人番号カード
交付申請書の記載内容に変更があった場合、その交付申請書は使用することができません。
　申請予定の方は、届出後に新たな交付申請書の用紙を役場窓口にてお渡しいたしますのでお申し出く
ださい。

　個人番号カード交付申請を行った方へ
　個人番号カード交付申請を行い、個人番号カードを受取る前に住所異動の手続きをされる方は、下記
の内容をご確認ください。

●転居（吉備中央町内から吉備中央町内への住所異動）の手続きをされる方
（住所異動前に個人番号カードの申請をしている場合）
　�　転居後の住所へ「個人番号カード交付通知書」が送付されますので、個人番号カード交付通知書を
確認後、個人番号カードの受取を行ってください。
　�　住所等の変更箇所については、個人番号カードの追記欄に転居後の住所等を記載して交付します。
　※�交付申請を行っていても、住所異動を行った時点でカード作成事業者の受付処理がなされていない
場合は再度交付申請が必要となりますので、届出の際に役場窓口でご確認ください。

●転入（吉備中央町外から吉備中央町内への住所異動）の手続きをされる方
（前住所地市町村にて個人番号カードの申請をしている場合）
　�　個人番号カードを受取る前に住所を異動していることから、個人番号カードの交付はできません。
再度、個人番号カード交付申請が必要となりますので、役場窓口にて新たな交付申請書の用紙をお渡
しいたします。

●転出（吉備中央町内から吉備中央町外への住所異動）の手続きをされる方
（住所異動前に個人番号カードの申請をしている場合）
　�　吉備中央町外へ住所異動していることから、吉備中央町で個人番号カードを受取ることができませ
んので、個人番号カード交付申請の取消手続を吉備中央町で行っていただき、転出先市町村にて再度
申請手続きを行ってください。詳細は、転出先の市町村窓口にてご確認ください。

　個人番号カードをお持ちの方へ
●転入届、転居届や婚姻届等の提出をされる方へ
　�　届出後の変更内容を追記欄に記載しますので、届出の際に役場窓口へ個人番号カードをお持ちくだ
さい。
　※�署名用電子証明書の発行を受けている方は、住所等記載事項に変更が生じた場合、自動的に失効し
ますので、届出の際に新しい署名用電子証明書の発行手続きを行ってください。
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役場からのお知らせ■役場からのお知らせ

軽自動車の手続きはお早めに
　軽自動車税は、毎年４月１日現在で軽自動車等を所有（登録）されている方に課税されます。
　他人に譲った、盗難に遭った、壊れたので廃棄した等、車の所有者でなくなった場合には名義変更や
廃車の届出をする必要があります。そのままにしておくと実際は所有していないのに課税されてしまい
ます。また、新しく車を購入・譲り受けた場合も登録手続きが必要です。
※諸手続きを事業所等に委託された方は、委託先に手続きの完了をご確認ください。

【申告窓口】
※車種により手続き先が異なりますので、ご注意ください。

車　　　　種 手　続　き　先

軽自動車（軽三輪・軽四輪） （一社）全国軽自動車協会連合会　岡山事務所
（岡山市北区久米178番地３）☎086-245-5800

125cc 以上の
二輪車

軽二輪
（125cc 超250cc 以下）

（一社）全国軽自動車協会連合会　岡山事務所
岡山自動車会館内16番窓口
（岡山市北区富吉5301番地８）☎050-5540-2072

二輪の小型自動車
（250cc 超）

中国運輸局　岡山運輸支局
（岡山市北区富吉5301番地５）☎050-5540-2072

原動機付自転車・小型特殊自動車 住民課・加茂川総合事務所・吉川支所・大和支所・井原出張所

【お問い合わせ先】　税務課　課税班　☎０８６６－５４－１３１５

【お問い合わせ先】　農林課　農業振興班　☎０８６６－５４－１３１８

平成28年度  ピオーネ栽培実習の参加者募集について

　町では、平成28年度ピオーネ栽培実習の参加者を募集します。
　備前広域農業普及指導センターの指導により、芽かき、誘引、ホルモン処理等のピオーネの
基本的な栽培技術実習を行います。
　これからピオーネ栽培に取り組もうという意欲のある方、ご応募お待ちしています。

対 象 者　町内在住在勤の方
募集人数　10名程度
実施回数　年10回程度　※初回は５月上旬を予定
実施場所　吉川２７３３－２
　　　　　吉備中央農業公社ピオーネ園ほ場
参 加 費　無　料
参加申込　平成28年３月31日（木）
締　　切　農林課までお申し込みください。
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＊３月の課題は「風呂」、４月の課題は「式」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。
　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は
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応募できます。
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公民館コーナー 今月の公民館主催行事をお知らせいたします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。

開催期日 公民館 行　事　名 時間、会場、内容等

３月１日（火） 豊野 豊稔大学閉講式 午前９時30分～　講義と手品

３月４日（金） 御北 長田人生大学修了式＆第４回講座 午前９時～　長田ふれあいセンター　講演会

３月８日（火） 御北 新山人生大学修了式＆第４回講座 午前９時～　新山ほほえみセンター　講演会　

３月11日（金） 御北 豊岡人生大学修了式＆第４回講座 午前９時～　豊岡いきいきプラザ　映画会　

３月11日（金） 納地 終南大学閉講式 午前９時30分～

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550

上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194

下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -1124

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

３月号

出会いの
号

扉
2016年 ３月の休館日

７日　14日
20日　21日
28日　

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

ゴリラのパンやさん 渡辺あきお／金の星社 か

おはようのえほん いしかわこうじ／童心社 か

でんごんでーす ジェン・カラーチー／講談社 ロ

みんなのくまくまパン 西村敏雄／あかね書房 ロ

児　

童　

書

新しい制度 マイナンバーがよくわかる！ 飯田聡彦／フレーベル館 か

いもうとガイドブック スザンヌ・バートン／少年写真新聞社 か

北風のうしろの国　上・下 ジョージ･マクドナルド／岩波書店 ロ

ポンペイのひみつ ティム・オーシェイ／六耀社 ロ

一
般
実
用
書

よく効く手づくり野草茶 境野米子／創森社 か

自分史の書き方 立花隆／講談社 か

困難な成熟 内田樹／夜間飛行 ロ

松居一代の開運生活 松居一代／アスコム ロ

一
般
読
み
物

日付変更線　上・下 辻仁成／集英社 か

おんなのこ くどうなおこ／幻戯書房 か

ユートピア 湊かなえ／集英社 ロ

人魚の眠る家 東野圭吾／幻冬舎 ロ

児童書 一般書『新しい制度 マイナンバーがよくわかる！』 『困難な成熟』

　ひとりひとりにつけられた大切な番
号「マイナンバー」。そもそもいつどこ
で使うの？カードは作ったほうがいい
の？そんな疑問にイラスト付きでわか
りやすくお答え。マイナンバー制度の
便利なところ、気をつけたいところを
きちんと知って、正しく安全に使おう！

　テレビやネットに溢れている、不
祥事を起こした個人や企業に対して
の「責任を取れ」という言葉。しか
し本当の意味で「責任を取る」こと
など誰にもできないのです。―社会
の中で生きるということ、働くとい
うこと、伝えるということ…14歳か
ら読みたい自由と勇気の人生案内！

★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
� 　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～10時50分

　　　10日（木）かもがわ図書館
　　　24日（木）ロマン高原かよう図書館

この本がよかった！
図書館利用者さんの好きな本　紹介コーナー

『ちいさな
� たまねぎさん』

せなけいこ／著
金の星社

①�この本を手に取ったきっかけは？
　もともと、せなけいこさんの
絵本が好きなので…。
②�本について教えてください！
　やさいの表情がとてもかわい
い。こどもと一緒に読んでいる
と、とんとんきざまれたり、お
鍋に入れられたりする野菜の気
持ちになって、「かわいそうだ
ね～」などと、やさしい言葉が
でてきます。人の気持ちなども、
想像できるようになるかな。

30代女性
Ｔさん発信！

vol.12

　まだ寒い日々が続いておりますが、皆さまいか
がお過ごしでしょうか。
　年明けすぐ、１月10日に、第３回吉備中央マ
ルシェを開催しました！ お天気が心配でしたが、
好天に恵まれ、約500名の方にご来場いただきま
した。
　今回は、ノートルダム清心女子大学の二階堂ゼ
ミ３回生の方々がボランティアスタッフとして
手伝ってくださり、会場に華を添えてくれまし
た！　次のマルシェでは、40店舗800名の来場を目指します！　今年も、吉備中央マルシェ
を通じて、吉備中央町を盛り上げていきたいと思っています。どうぞ、よろしくお願いし
ます！

　マルシェのオフィシャルホームページ、Facebook ページをオープンしました！
　オフィシャルホームページ　http://www.kibichuomarche.com
　Facebook　http://www.facebook.com/kibichuomarche

【お問い合わせ先】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
地域おこし協力隊　井上ゆき美　☎0866－54－1325　yukimi@foundingbase.jp

気持ちよいご利用のために…

知っていますか？こんなこと。
□�休館日でも返却できる「返却ボッ
クス」が設置されている。

□�読みたい本を、予約したり、リ
クエストすることができる。

□�貸出期間内に読めないときは、
電話などで、延期することがで
きる。

□�携帯電話での会話は、図書館の
外で行う。

□図書館の中では、飲食できない。
□�本の傷み保護のため、マイバッ
グをお持ちでない方に

　本袋を貸し出している。

図書館の利用に関する生の声アンケート結果発表！
図書館内やＨＰで公開しています
　図書館利用や運営活動等について、皆さんの声を聞く
アンケートを７月～９月末までの３ヶ月間行いました。
　…以下 一部抜粋…

【よいところ】
・落ち着いて静かな館内がとても良い。整頓されていて気持ちよい。
・季節やテーマを設定した展示が工夫されている。
・リクエストや本の相談に、全力で対応してくれる。
【改善してほしいところ】
・本の数、種類が少ないので、欲しい情報がすぐ手に入らない。
・カフェを併設したり、CDやDVDを借りられるようにしてはどうか。
・�質の高い図書館なのに、利用者が少ないのが残念。出張図書館に出向
いて欲しい。
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お知らせ

“珈琲とパンフェア”
３月13日（日）午前8時〜11時
きびプラザ正面入り口駐車場

ボランティアスタッフ募集中！
ご興味のある方、ぜひご連絡く
ださい♪

　「KIBI WAKAMONO JUKU/ 吉備若者
宿」を企画中！ 宿泊場所となる国立吉
備青少年自然の家の川上さんとの打ち
合わせ風景です。

次回マルシェ開催日 今月の１枚
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「我が家に猫が
� やって来た」

津賀小学校保護者
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で
は
室
内
を
元
気
に
一
匹
の
子
猫
が
走
り
回
っ
て

い
ま
す
。
ま
さ
か
、
我
が
家
で
猫
を
飼
う
こ
と
に
な
る
と
は
…
。

　

私
は
動
物
と
触
れ
合
う
と
い
う
こ
と
が
苦
手
で
し
た
。
か
わ
い

い
の
と
は
思
う
の
で
す
が
、
今
ま
で
動
物
を
飼
っ
た
こ
と
の
な
い

私
に
と
っ
て
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。

　

夏
休
み
に
入
っ
て
す
ぐ
の
こ
と
で
し
た
。
夫
が
大
事
そ
う
に
段

ボ
ー
ル
箱
を
抱
え
て
帰
っ
て
来
た
の
で
す
。
ガ
サ
ガ
サ
と
音
が
し

て
い
る
の
を
聞
い
て
、

「
え
っ
何
？
何
を
も
っ
て
帰
っ
て
来
た
の
？
」

突
然
、
二
匹
の
子
猫
を
連
れ
て
帰
っ
て
来
た
の
で
す
。

「
こ
の
子
た
ち
を
助
け
て
や
れ
ん
か
？
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
生

み
落
と
さ
れ
て
た
。
初
乳
も
飲
ん
で
い
な
い
よ
。
胎
盤
が
つ
い
て

い
た
ま
ま
だ
っ
た
よ
。
へ
そ
の
緒
は
切
っ
た
。
育
児
放
棄
だ
な
あ
。

猫
は
育
た
な
い
か
ら
育
て
な
い
と
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
見

つ
け
て
し
ま
っ
た
以
上
放
っ
と
け
な
い
よ
。
一
匹
は
す
で
に
死
ん

で
し
ま
っ
た
。
残
っ
た
二
匹
を
何
と
か
救
っ
て
や
ろ
う
。」

　

ど
う
や
ら
、
動
物
を
飼
う
こ
と
よ
り
も
命
を
救
う
こ
と
に
共
感

し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
二
匹
の
子
猫
を
バ
ジ
ル
と
シ
ナ
モ
ン

と
名
付
け
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
子
猫
の
飼
い
方
を
学
び
、

即
実
践
で
す
。
ミ
ル
ク
の
や
り
方
、
排
泄
の
促
し
方
な
ど
、
家
族

み
ん
な
、
睡
眠
時
間
も
削
り
な
が
ら
、
小
さ
な
二
つ
の
命
を
救
う

た
め
に
一
生
懸
命
で
し
た
。

　

で
も
、
私
た
ち
家
族
は
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
日
目
に
シ
ナ
モ
ン
、
四
日
目
に
バ
ジ
ル
、
冷
た
く
硬
く
な
り
死

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

救
え
な
か
っ
た
悔
し
さ
な
の
か
、
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
寂

し
さ
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
心
の
ど
こ
か
で
、
子
猫
と
も
う

一
度
出
会
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

三
日
後
、
夫
が
私
に
こ
っ
そ
り
と
言
い
ま
し
た
。

「
ど
う
や
ら
、
バ
ジ
ル
と
シ
ナ
モ
ン
は
子
ど
も
た
ち
に
と
て
も
大

き
な
も
の
を
残
し
て
く
れ
た
よ
う
だ
ね
。
子
ど
も
た
ち
大
き
く
変

化
し
た
と
は
思
わ
な
い
か
。」

確
か
に
、
そ
の
こ
と
は
感
じ
て
い
ま
し
た
。
我
が
家
に
は
八
歳
の

長
男
、
六
歳
の
二
男
、
四
歳
の
長
女
が
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
あ
ま

り
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
協
力
す
る
こ
と
、
手
分
け
を
す
る
こ
と
、

思
い
や
る
こ
と
、
計
画
を
立
て
る
こ
と
、
そ
の
他
多
く
の
こ
と
が

成
長
と
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

夫
の
次
の
言
葉
は
だ
い
た
い
想
像
で
き
ま
し
た
。
賛
成
の
答
え

を
準
備
し
て
聞
き
ま
し
た
。

「
子
猫
を
貰
う
こ
と
も
考
え
た
け
ど
、
親
猫
か
ら
引
き
離
す
の
は
抵

抗
が
あ
る
。
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
す
る
の
も
い
い
け
ど
、
今

回
の
流
れ
で
は
ち
ょ
っ
と
違
う
気
が
す
る
。
そ
こ
で
、
里
親
と
い

う
手
段
は
ど
う
か
な
。
殺
処
分
さ
れ
る
犬
や
猫
は
年
間
で
三
十
万

匹
を
超
え
て
い
る
そ
う
だ
。
一
日
で
八
百
五
十
匹
、
百
秒
で
一
匹

が
殺
処
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
子
猫
た
ち
を
、
一

匹
で
も
救
っ
て
や
り
た
い
。
バ
ジ
ル
と
シ
ナ
モ
ン
を
救
っ
て
や
れ

な
か
っ
た
悔
し
さ
は
、
子
ど
も
達
も
一
緒
だ
と
思
う
よ
。」

　

私
も
同
じ
気
持
ち
で
し
た
。
動
物
が
苦
手
な
私
で
し
た
が
、
す

ぐ
に
猫
の
ト
イ
レ
や
猫
砂
、
爪
と
ぎ
な
ど
子
猫
を
迎
え
る
準
備
を

始
め
ま
し
た
。

　

翌
日
、
夫
は
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
、
岡
山
市
円
山
在
住
の
吉
田

さ
ん
宅
を
目
指
し
て
出
発
し
ま
し
た
。
手
づ
く
り
の
ペ
ッ
ト
キ
ャ

リ
ー
を
持
っ
て
。
こ
の
方
は
動
物
保
護
活
動
家
と
し
て
、
主
に
猫

の
命
を
救
う
べ
く
、
日
々
里
親
探
し
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
日
が
暮
れ
た
頃
、
元
気
な
子
猫
の
鳴
き
声
と
と
も
に
夫
と
子

ど
も
達
が
笑
顔
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
茶
ト
ラ
の
子
猫
の
名
前
は
、
ミ
ン
ト
に
決
め
ま
し
た
。
こ

の
名
前
な
ら
、
バ
ジ
ル
や
シ
ナ
モ
ン
の
こ
と
も
忘
れ
ず
、
子
ど
も

達
も
大
切
に
お
世
話
す
る
こ
と
が
出
来
る
は
ず
で
す
。

　

ま
だ
二
カ
月
に
満
た
な
い
子
猫
で
離
乳
食
中
だ
と
か
。
朝
の
餌

や
り
は
長
男
が
担
当
、
グ
ル
ー
ミ
ン
グ
全
般
を
夫
が
担
当
、
二
男

と
長
女
は
そ
の
時
に
出
来
る
こ
と
を
し
ま
す
。
私
は
ミ
ン
ト
の
ト

イ
レ
掃
除
を
担
当
し
ま
す
。
夫
と
一
緒
に
、
子
ど
も
た
ち
も
協
力

し
て
お
世
話
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ミ
ン
ト
は
新
し
い
生
活
に
も
慣
れ
た
の
か
、
家
族
み
ん
な
に
甘

え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
る
で
一
人
子
ど
も
が
増
え
た

よ
う
で
す
。
食
事
の
支
度
を
し
て
い
る
と
き
、
シ
ン
ク
を
覗
き
込

も
う
と
思
い
切
り
背
伸
び
を
し
て
い
る
ミ
ン
ト
の
姿
は
、
我
が
子

の
幼
い
こ
ろ
に
似
て
い
ま
す
。

　

我
が
家
で
猫
を
飼
う
こ
と
な
ん
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

後
に
聞
い
た
話
で
す
が
、
夫
は
犬
派
。
そ
う
い
え
ば
、
犬
を
飼
い

た
い
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夫
に
と
っ
て
も
ま

さ
か
の
猫
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

我
が
家
に
猫
が
や
っ
て
来
た
。
そ
し
て
、
我
が
家
に
新
た
な
幸

せ
も
や
っ
て
来
た
。

　

バ
ジ
ル
と
シ
ナ
モ
ン
へ

　
「
わ
ず
か
数
日
の
生
涯
だ
っ
た
け
ど
我
が
家
に
来
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。」

　

ミ
ン
ト
へ

　
「
バ
ジ
ル
と
シ
ナ
モ
ン
の
分
ま
で
幸
せ
に
ね
。」

　

岡
山
県
で
は
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
と
し
た

「
も
も
た
ろ
う
未
来
塾
」
の
塾
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

講
座
は
、
平
成
28
年
６
月
か
ら
29
年
３
月

ま
で
の
間
、
原
則
月
１
回
、
日
曜
日
の
午
後

に
開
催
し
、
地
域
づ
く
り
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
講
師
に
よ
る
講
義
と
、
数
名
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
研
究
課
題
に
取
り
組
む
グ

ル
ー
プ
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
地
域
を
元
気
に
し
た
い
、

若
い
力
で
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
た

い
な
ど
、
熱
い
志
を
持
つ
皆
さ
ん
、
同
じ
想

い
の
仲
間
た
ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。岡
山
の
未
来
に
つ
い
て
、

お知らせ
INFORMATION～～
町以外からのお知らせ

　

最
低
賃
金
と
は
最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
賃

金
の
最
低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
そ
の
最

低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
制
度
で
、

常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

の
雇
用
形
態
を
問
わ
ず
、
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
岡
山
県
最
低
賃
金
が
７
３
５
円
／

時
間
額
（
平
成
27
年
10
月
２
日
か
ら
）
に
改

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

使
用
者
も
、
労
働
者
も

お
知
ら
せ

平
成
28
年
度（
第
４
期
）

「
も
も
た
ろ
う
未
来
塾
」
塾
生
募
集

募　

集

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
者
】

　
　

�

県
内
在
住
の
概
ね
18
歳
か
ら
45
歳
ま
で

の
方

【
募
集
人
数
】

　
　

20
名
程
度

【
受
付
締
切
】

　
　

平
成
28
年
４
月
８
日
㈮
ま
で

【
受
講
料
】

　
　

無
料

【
講
座
会
場
】

　
　

岡
山
市
内

　

※
岡
山
市
北
区
南
方
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
ほ
か

　

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
可
能
で
す
。

【
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

県
民
生
活
交
通
課　

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
２
８
７

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
の
産
業
の
労
働
者
と
そ
の
使

用
者
に
適
用
さ
れ
る
「
特
定
最
低
賃
金
」
に

つ
い
て
は
、
岡
山
労
働
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
岡
山
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

　

�http://okayam
a-roudoukyoku.jsite.

m
hlw
.go.jp

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
労
働
局　

基
準
部　

賃
金
室

�

☎
０
８
６

－

２
２
５

－

２
０
１
４

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
が
、
皆
さ

ま
の
お
手
元
に
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

通
知
に
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
書

と
返
信
用
封
筒
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

証
明
す
る
書
類
と
し
て
、
ま
た
、
本
人
確
認

の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
る
カ
ー
ド

で
す
。
今
年
平
成
28
年
１
月
か
ら
、
社
会
保

障
、
税
、
災
害
対
策
の
行
政
手
続
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
提
示
す
れ
ば
、
番
号
確
認
と
本
人

確
認
の
両
方
を
１
枚
で
行
う
こ
と
が
可
能
で

す
。
当
初
の
発
行
手
数
料
は
無
料
で
す
の
で

申
請
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
１
月
か
ら
は
、
税
や
福
祉
な
ど
の

各
種
申
請
の
た
め
に
、
窓
口
に
お
越
し
に
な

ら
れ
る
際
、
通
知
カ
ー
ド
な
ど
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
と
運
転
免
許
証
な

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
に

つ
い
て

ど
身
元
を
確
認
で
き
る
書
類
の
両
方
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
県
や
市
町
村
の

窓
口
に
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
不
正
な

勧
誘
や
個
人
情
報
の
取
得
を
行
お
う
と
す
る

電
話
、
メ
ー
ル
、
手
紙
、
訪
問
な
ど
に
関
す

る
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。　

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

情
報
政
策
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
４
３
２
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からのお知らせ岡山市西消防署吉備中央出張所

すべての住宅に「火災警報器」の設置は義務です！

平成28年  春の火災予防運動
　「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」を、平成２７年度全国統一防火標語
とし、平成２８年３月１日から７日までの間、春の火災予防運動を実施します。
　昨年の吉備中央町の火災件数は１０件で平成２６年に比べ、５件減少しまし
た。
　しかしながら、春は空気が乾燥し、山火事が起こりやすい季節です。火の取
り扱いには十分注意しましょう。
　また、農業を営むためにやむを得ないものとして行われるものを除き、野
焼きは原則として禁止されています。
※根拠法：「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」で禁止されています。

　消防庁で被害状況を分析した結果、住宅用火災警報器が設置されて
いる場合は、設置されていない場合に比べ、火災による死者は３分の２
へ減少、被害状況は半減した結果となりました。

奏功事例
台所から火災

⬇
住居者は寝室で就寝中

⬇
火災警報器が鳴り気付く

⬇
屋外に避難成功する

　新築住宅は、平成１８年６月１日から、既存の住宅
は平成２３年６月１日から設置が義務化されました。
　早い住宅では設置して間もなく１０年を迎えま
す。
　皆さんの火災警報器は正しく作動しますか？
　定期的に作動確認を行いましょう。
　また、電池式のものなら１０年を目安に電池交換
を行いましょう。

　住宅火災の死者は、高齢者が約７割を占めています。
　死者数が最も多いのは、深夜から明け方にかけての寝ている
時間帯で、就寝中にいち早く気付くため、火災警報器の設置が必
要です。

作動確認のしかた

ボタンを押しても（ひもを引いても）作動しないときは、
以下のことが考えられます。

正常なら以下のように鳴ります。

☆電池は、きちんとセットされ
ているかご確認ください。

☆それでも鳴らない場合は、
「電池切れ」か「機器本体の故
障」ですので取扱説明書をご
覧ください。また、「電池切
れ」や「機器本体の故障」の場
合は、速やかに電池や機器本
体の交換をお願いします。

平
成
二
十
七
年
度

全
国
統
一
防
火
標
語
「
無
防
備
な  

心
に
火
災
が  

か
く
れ
ん
ぼ
」

救急車の適正利用をお願いします！

　吉備中央出張所管内の平成27年度中の救急件数は660件、前年から26件の増加でした。
救急出動件数は年々増加しています。緊急を要する方のために、更には救える命を救うため
に、救急車の適正な利用を心がけてください。
　病院案内については、吉備中央町発行のくらしのカレンダーに掲載されている「休日当番
医」をご覧いただくか、岡山市内救急病院案内（下記電話番号）をご利用ください。

　消防ヘリの大きな特徴は、移動速度が車両より格段に速いことです。岡山市
南区にある岡南飛行場を離陸すると、吉備中央町まで約10分で到達します。

　救急車は緊急に必要な時に利用する車です。明らかに緊急ではないのに救急
車を呼ぶ人がいますが、町民の方々の安全を守るため「救急車の適正利用」を
お願いします。

【お問い合わせ先】
　　岡山市西消防署吉備中央出張所（竹部2164－61）
　　☎０８６７－３４－０１１９　　０８６７ー３４ー１７６７FAX

「一秒争う救急車　あなたも一秒考えて」

意識がない！
早くきて！

火災・救急等の通報は１１９番へ

岡山市内救急病院案内　☎０８６－２３１－０１１９

岡山市消防ヘリ（ももたろう）更新のお知らせ

最大航続距離●約 685㎞
最大離陸重力●3,585㎏
燃料タンク●約 866Ｌ

最大座席数●11名
最大運用高度●約 5,490ｍ
最大速度●約 278㎞ /h
全幅●3.12m
全高●3.96m
全長●13.03ｍ
愛称●ももたろう（川崎式ＢＫ１１７Ｃ－２型）

　平成27年12月から、消防ヘリが新しくなり
ました。従来に比べ、機内空間が約30％拡大
しキャビンスペースの快適性が図られるととも
に、燃料タンクの増量やプロペラ部分の性能の
向上により、航続距離が約30％延長し、さら
に騒音を軽減した機体となっています。
 また、消防ヘリの更新に伴い、新機能を搭載
した『テレビ電送システム』の運用も開始して
います。同システムにより、早期に災害の規模
を把握することができ、初動対応を迅速に行う
ことができるようになりました。



おめ

でとう満1歳
便

山
崎　

優
磨
ち
ゃ
ん
（
尾
原
）

や
ま
さ
き　

ゆ
う
ま

平成27年２月５日生まれ

優しく、元気に育ってね。

大
木　

颯
真
ち
ゃ
ん
（
納
地
）

お
お
ぎ
　

そ
う
ま

平成27年３月１日生まれ

好奇心旺盛で元気いっぱいの
颯真。これからも健康にすく
すく育ってね。

池
田　

結
翔
ち
ゃ
ん
（
小
森
）

い
け
だ
　

ゆ
い
と

平成27年３月25日生まれ

田
藤　

健
ち
ゃ
ん
（
岨
谷
）

た
ふ
じ

た
け
る

平成27年３月27日生まれ

元気に大きくなってね♥

ニコニコ笑顔が素敵だね。
健やかに成長してください！

石
坂　

望
桜
ち
ゃ
ん
（
上
加
茂
）

い
し
ざ
か　

み

お

平成27年３月16日生まれ

東
内　

樹
ち
ゃ
ん
（
豊
野
）

と
う
な
い

た
つ
き

平成27年３月18日生まれ

これからもキラキラスマイルで皆
を癒してね( ^  ^ )すくすく大きく
な～れ～～～♬

生まれてきてくれて、ありがとう。
すくすく大きくなあれ！

山
本　

雄
翔
ち
ゃ
ん
（
円
城
）

や
ま
も
と　

ゆ
う
と

平成27年３月３日生まれ

雄翔１歳のお誕生日おめでとう！
男の子らしく強く、夢に向かってはばたい
てほしいという想いで雄翔という名前にし
たよ☆これからも沢山食べて逞しく大きく
なってね♪　　　父ちゃん、母ちゃんより

大
木　

春
侑
ち
ゃ
ん
（
納
地
）

お
お
ぎ　
　

す

う

平成27年２月28日生まれ

元気に大きくなってね。お父さん、
お母さんのところへ産まれて来て
くれてありがとう。

松
田　

華
奈
ち
ゃ
ん
（
尾
原
）

ま
つ
だ

は

な

平成27年３月16日生まれ

ナイス  スマ～イル！！
華奈が笑うとみんなが笑顔になるよ♥
これからもかわいい笑顔たくさん見せてね。

2223 広報きびちゅうおう  2016. ３月号 広報きびちゅうおう  2016. ３月号

　スポーツ・文化・芸術活動などで優秀な成績を収められた方（団体）を紹介しています。
情報をお寄せください。（敬称略）
　なお、掲載基準がありますので、詳しくは企画課公聴広報班へおたずねください。

　■第５回岡山県児童生徒絵画展
　　主　　催： 岡山県小学校教育研究会図画工作部会、岡山県中学校教育研究会
　　　　　　　美術部会、株式会社山陽新聞社
　　審 査 日：平成28年１月10日
　　応募総数：１万４５８２点

岡山県知事賞

「たまいれ」

豊野小学校
　渡

わたなべ
邉　菜

な ほ
穂さん

　（１年）

「いろいろな果物
がなる木があっ
たら…」

吉備高原小学校
　三

み
浦
うら
　帆

ほ の か
乃果さん

　（４年）

岡山美術教育協議会長賞

■岡山県知事賞
「いろいろな果物がなる木があったら…」（右）
〈三浦さんコメント〉
　絵を書くのは大好きで、今回は、クラスのみんなで仲良く遊んで
いる場面を描いてみたいと思っていました。
　難しいところはあまりなかったですが、どんどん思い浮かんだも
のを描いていきました。
　今回、受賞するとは思っていなかったので、賞をもらった時は驚
きましたが、とてもうれしかったです。

■岡山美術教育協議会長賞「たまいれ」（左）
〈渡邉さんコメント〉
　運動会でみんなが玉入れを楽しそうにしているのを見て描
こうと思いました。
　絵を書き始めると人を描くのが大変でした。
　表彰では少し緊張しましたが、賞をもらってうれしかった
です。



フォト
トピックス

2425 広報きびちゅうおう  2016. ３月号 広報きびちゅうおう  2016. ３月号

【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
成
人
式
で
の
集
合

写
真
の
撮
影
風
景
で
す
。

　
こ
の
日
、
式
に
参
加
し
た
新
成
人

の
表
情
は
、
当
日
の
す
が
す
が
し
い

天
気
と
同
じ
よ
う
に
晴
れ
渡
っ
て
い

ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

▼
成
人
式
の
取
材
を
し
な
が
ら
、
自

身
が
新
成
人
の
倍
近
い
年
齢
に
な
っ

た
こ
と
を
ふ
と
考
え
る
と
、
身
体
の

こ
と
な
ど
、
自
分
自
身
は
歳
を
重
ね

た
と
思
う
反
面
、
心
は
成
長
し
て
い

な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
、
昔
学
ん
だ
孔
子
の

論
語
の
一
説
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

「
子
曰
く
　
吾
十
有
五
に
し
て
学
に

志
す
、
三
十
に
し
て
立
つ
、
四
十
に

し
て
惑
わ
ず
」

　
30
歳
を
過
ぎ
、
果
た
し
て
自
分
が

自
立
し
て
い
る
の
か
、
40
歳
を
前
に

し
て
い
ま
だ
に
惑
う
こ
と
ば
か
り

と
、
成
人
式
を
取
材
し
な
が
ら
、
今

後
の
人
生
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
少
し

危
機
感
を
覚
え
た
取
材
に
な
り
ま
し

た
。

�

石
井

　吉備ハイツのクリスマス会へ小学生児童が参加
　12月15日、吉備ハイツで行われたクリスマス会へ吉備高原小学校の１年から３年生児童29名が参加しました。
　これは、小学校での学校教育について地域に知ってもらうとともに、社会福祉施設での交流を通して、人への
優しい接し方や思いやりの気持ちをはぐくむことを目的に実施されたものです。
　会では、１年生が元気な声で童謡を合唱すると、参加した吉備ハイツの方々も一緒になって歌いました。
　続いて行われた２年生による劇では、児童がセミやバッタなどの昆虫に変身したり、コマ回しや空手などの得
意技を披露すると、大きな拍手が起こっていました。
　最後に、児童全員がメッセージを記したメッセージカードを一人ひとりに手渡すと、受け取った参加者は「あ
りがとう」と笑顔で感謝されていました。

　第34回吉備高原新春マラソン大会
　１月１日、第34回吉備高原新春マラソン大会（主催＝吉川地域づくりの
会などで組織する大会実行委員会）が吉川公民館を発着点に開催されました。
　大会は、２㎞のファミリーコースと３㎞、５㎞のコースで行われ、町内
外から訪れたマラソン愛好家や家族連れなど194名が参加しました。
　参加した選手は公民館前をスタートすると、家族やスタッフの声援を背
に、寒さを吹き飛ばしながら、一生懸命コースを走り抜けました。

　生涯学習・人権フェスタ in 吉備中央
　12月６日、ロマン高原かよう総合会館で「生涯学習・人権フェスタ in 吉備中央」
（町・町教育委員会主催）が開催されました。
　これは、人権や生涯学習の機会を提供することで、人権に対する意識や感覚をは
ぐくみ、人権尊重の社会を目指すとともに、町民一人一人が心豊かに暮らせる生涯
学習社会を目指すことを目的に、毎年人権週間に併せて開催されているものです。
　発表では、昨年８月に行われた、小学６年生みんなの絆づくり事業の発表や円城
小学校での人権教育への取り組みの発表、「明るい家庭づくり」作文の発表が行われ

イベント情報

●日　時　平成28年3月12日（土）、13日（日）　午前9時30分～午後4時
●会　場　ロマン高原かよう総合会館・農業振興センター（２階）
●内　容　★12日（土）、13日（日）の２日間
　　　　　作品展示発表　書道　生け花　写真　水彩画　切り絵　絵手紙　ちぎり絵　織物　木彫り
　　　　　　　　　　　　墨絵　押し花　布絵本　パッチワーク　アメリカンフラワー　吉備高原学園
　　　　　　　　　　　　高等学校生徒による作品展示・似顔絵コーナー
　　　　　★13日（日）のみ
　　　　　ステージ発表　尺八　琴　詩吟　舞踊　大正琴　オカリナ　合唱　カラオケ　フォーク
　　　　　　　　　　　　ダンスなど
　　　　　特 別 出 演　備中こども神楽　かよう浪漫太鼓
●主　催　吉備中央町文化協会
●共　催　吉備中央町教育委員会
●後　援　吉備中央町、（公社）岡山県文化連盟、吉備中央町公民館協議会、吉備中央町社会福祉協議会
●お問い合わせ先　教育委員会　生涯学習班　☎0866－56－9191

第10回 吉備中央町文化協会総合文化祭

【お問い合わせ先】　ロマン高原かよう総合会館　☎0866－54－1301

★チケット販売所

★チケット料金（全席指定席・税込）
　　　　　一般（高校生以上）　5,000円 小・中学生　1,000円

★公演日　平成28年３月６日（日）　開場：午後３時30分　開演：午後４時
★会　場　ロマン高原かよう総合会館　レインボーホール

★主　催　ロマン高原かよう総合会館

ロマン高原かよう総合会館 開館20周年記念

Kiroro Concert 2016

※未就学児は無料（保護者の方のお膝の上でご覧ください。ただし、お席が必
　要な場合は小中学生チケットをご購入ください）
※小中学生は購入時および当日入場時、身分証明書（学生証など）が必要な場合
　があります。

ロマン高原かよう総合会館

チケット残りわずか！！

ました。
　続いて行われた、落語家の三

さん
遊
ゆう
亭
てい
好
こう
楽
らく
さんによる「人生、好んで楽しもう」と題した記念講演では「人生を楽しく生き

る秘訣は、いつも笑顔で過ごすことです」と巧みな話術で語られ、参加者は熱心に聴き入っていました。
　また、会場内では、人権をテーマにした習字や標語などの作品も展示。この日訪れた参加者は、人権の大切さについて
改めて学んでいました。


